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界地』/教 師の欲望/ヴ ィゴツキー的 『現
実界』一」『現代思想』3月 号、3月
「『源氏物 語』 の精 神分析学 」 『国文学解釈 と
鑑賞 』5月 号、4月
「『象徴 の貧困 』 と文化 の使 命一 精神 分析 的
観 点 か ら ステ ィグ レー ル を読 む一 」『Les
Lettresfrancaises』28号、7月
「地 域 づ くり とい うイデ オ ロギ ー」 『文学 論
叢』138号、10月
「東 海社 会学 会設 立 シ ンポ ジ ウム雑 感 」『東
海社会 学会 ニ ューズ レター』第1号 、8月
「ハ イエ クの精神 分析」 『春秋 』12月




「『世間 』 か さに個 人攻撃 」 『東 京新 聞』 『中
日新聞 』3月14日
(加納 寛所 員〕
「マ ンダ レー に お ける雲南 系華 人墓 」『愛知







「三河地方 にお け る 『村高家 数人数馬 数書上
帳』 の性 格 につ いて」 『愛 知大 学綜 合郷 土
研 究所紀要 』53輯、3月20日
「山 田庄 左 衛 門家 の 土地 集 積 と地 域 ・家 」
『近 世 ・近 代 の 地主 経 営 と社 会 文 化 環境 』
名 著出版、12月10日






























「空海の自然観 と地質 ・鉱山 ・錬金術」『地
質学史懇話会会報』第31号、11月30日





























































(研究 ノー ト)「薩摩藩 と平 田国学」『東 日新
聞』5月21日




































一外部 アクターの存在 と役割一 」『ソシオ
ロジ』52巻3号 社会学研究会、2月
『環境問題 と`ムラ'の対応 に関す る研究』
博士論文(三 重大学)12月
〔藤田佳久所員〕































「入 り混 じり村」の形成 とその機能」『年
報 ・村落社会研究』43集、4月
(ノー ト)「太鼓 と踊 る祭 り一盛岡のさんさ
踊 り一」『東愛知新聞』3月
(ノー ト)「北辺で始 まった県境 を越 える地
域づ くり一八戸など三圏域連携懇談会一 」
『東愛知新聞』3月
(ノー ト)「企業が リー ドす る青森のねぶた
一観光化 しすぎた夜祭 り一」『東愛知新聞』
3月





















































































〔第20回 愛知サマーセ ミナー〕「森 ・川 ・
海 私 たち とのつ なが り」7月21日、椙
山女学園大学






































































〔豊 橋 市 生 涯 学 習 市 民 大 学 国 際 理 解講 座 〕
「タイの お守 り最 前線:チ ャ トゥカー ム ラ
ー マ テ ー プ信 仰 の展 開 」11月8日 、愛 知
大学
〔神 谷 智所 員〕
〔とよかわ市民大学専 門講 座 「歴 史探究 コー
ス」〕「幕 末 と明治維新一 近代 はいつか らは
じ まるの か一 」2月19日 ～3月18日(5
回)、豊川市勤労 福祉会館
〔近世 史研 究会6月 例 会 〕 「北信 濃随 一の 有
力百姓家 の土地集積 にっ いて一 高井郡江部
村 山 田 庄 左 衛 門 家 の事 例一 」6月25日 、
名古屋大 学文学部
〔蒲 郡市 民教養 講座 〕 「近世 村落 史料 の面 白
さ一三 河の 自治体 誌(史)の 資史料 を読 む
一 」8月9日 、蒲郡 市民会館
〔北野信彦 所員〕
〔文 化財保 存修復 学会 第30回大 会〕 「明 治
期 修理 に お け る建 築 塗装 の一 方法 」5月
17日、太 宰府市 中央公民館
〔日本文化 財科学 会 第25回大会 〕 「日本 に
おけ る各種ベ ンガ ラ顔 料 の生産 と使用 」6
月15日、鹿児島国際大 学
〔博 物館 でみ る一 ぶ ん き ょ う食 の文 化展一 〕
「文 京区 の遺跡 か らみ た近世 の食 文化 」11
月30日、文京ふ るさ と歴史館
〔沓掛俊 夫所員〕
〔地質学 史 懇話会例 会 〕 「空海 の 自然観 と地
質 ・鉱 山」6月22日 、 北 とぴ あ(東 京 都
北区王子)
〔権 田浩美研究員)
〔平 成19年度 新 城 市 生涯 学 習 市 民講 座 〕








を持つ とい うこと ・第三章 女の身すぎ」
2月24日、世田谷ラプラス
〔須川妙子所員)
〔三河 コンヴェンシ ョンアカデ ミー〕「和菓







































〔海 ・山 ・野 トライア ングル交流 フォー ラ


































〔2008年度三遠南信 コ ミュニテ ィカ レッジ
「三遠南信 「まつ り」の魅力 を考 え る」〕















地区に 「神様王国」 をつ くる」1月20日、
豊橋市
〔三遠南信地域連携センター講演〕「歴史街
道ネ ッ トワー クと飯 田線」ll月10日、愛
知大学豊橋校舎
〔愛知大学 中部地方産業研究所 「地域 ・産



































































の文学を彩 る 「男と女」その3-『 源氏物
語』の女の生き方一 「幸ひ人」 と幸福感を















〔新修豊 田市史近代編(行 政)の 跡地調査〕













































































〔東海(恵 南)豪 雨その後の住民意識調査 ・
矢作川水質調査〕9月1日 ～4日 、矢作川












































































共 同研究三 河湾 研 究会
「第1回 、 「里海」 を考 え る1・II・m」
【趣 旨】 日本 にお け る沿 岸 海域(淡 水湖 、
汽水湖 、内湾、沿海)に おけ る人
と海 とのかかわ りを、「里海(湖)」
を キー ワー ドに 自然 ・歴 史 ・文化
か ら考 え る。
公開講演会 「里海を考える1」
テーマ 「日本 の沿岸海域 における、人 と
海のかかわ りを学ぶ」
日 時3月22日 ㈹
講 師 印南敏秀(愛 知大学)主 旨説明




講 師 柳哲雄(九 州大学 ・沿海海洋学)
「『里海』 とはなにか」
講 師 山口徹(元 神奈川大学 ・漁業史)
「沿岸漁業の歴史 と文化」
司 会 市野和夫(元 愛知大学)
研究者集会 「里海を考えるII」
テーマ 「淡 ・汽水湖、内湾におけるモク






















テーマ 「サ ッカーによる地域 の青少年の
育成 と人づ くり」
日 時2008年11月15日仕)














愛知大学綜合郷土研究所 ブ ックレッ ト16
『川の自然誌 豊川のめ ぐみとダム』
市野和夫 著
シンポジウム報告書 『ふるさとから発信す
る』
資料叢書 『豊橋市浄慈院 日別雑記II』
渡辺和敏 監修
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